
資料１－１

産業振興ビジョン年次報告　令和2年度実績に係る意見書　推進委員とりまとめ

番号 氏名 所属
評価基準

5
・目標達成のための事業が、十分実施されており、改善の必要性がない。

・非常に効果が高く、継続することに何の問題もない事業である。
1 小川　加苗 富里市商工会

4
・目標達成のための事業が、十分実施されており、改善の必要性が低い。

・効果が高く、継続すべき事業である。
2 秋元　和子 富里市農業協同組合

3

標準

・目的達成のための事業が、実施されている。

・効果があり、継続した方が良い事業である。
3 寒郡　茂樹 富里市商工会

2
・目的達成のための事業が不十分であり、拡大が必要である。

・効果を高めるための工夫が必要な事業である。
4 根本　　実 富里市農業協同組合

1
・目的達成のため、事業の再検討が必要である。

・効果があまり見込めないため、整理統合・規模縮小・廃止等の検討が必要である。
5 飯嵜　富雄 有限会社東洋スチール

8 延原利恵子 公募

9 海宝　　敦 千葉県商工労働部経済政策課

6 原　　幸司 富里市観光協会

7 田島　晃一 千葉銀行富里支店

10 高橋　益枝 富里市議会常務建設常任委員会

11 中山　　健 共立女子大学ビジネス学部
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3.91 2

1
推進委員

平均値
5 4 3 2

7 1 1 0

2.91 0 2 6 3 0

3.36 1 3 6 1 0

基本戦略１　農業の振興への意見や改善策
①新規就農者が増加したことは、今後の農地政策、富里市の農業発展、食料供給地としての観点からとても喜ばしいことだと思います、今後も、農産物の安定的な供給のために、農地整備や機械導入を継続的に行

うことが必要だと思います。

①すいか条例制定で生産者に対する支援が大きく感じられる。そしてPRなど、多いに評価される。

①令和2年度実施状況を見る限り、各事業への数値が昨年対比で概ね維持または増加しているため、必要とされる事業かつ有効であると推測します。

①すいかやにんじんなど農作物のブランド化、PR促進。

①「輝け！ちばの園芸次世代産地整備支援事業補助率」を上げていただけないか。

②コロナウイルス感染拡大の影響はしばらく続くと思いますが、昨年度中止になっている新規就農者激励会などの会は交流も含めてWEB開催など形式を変えてでも継続的に実施できると良いと思います。

②有楽町に就農をサポートする組織があり、大変盛況であると聞いています。調査の上、コラボレートしてみたらいかがですか。

②コロナの影響で開催できない講習会などがあるが、それにかわるやり方を考えてもらいたい。

②担い手、特に後継者についての問題は農業も中小企業も共通の問題だと認識している。共通点として、これまで以上かつ新たな手段を検討し、小規模な事業の魅力を創造し発信する必要があると思われます。

②令和2年度は新型コロナウイルスの影響で事業実施が困難だったと思いますが、今後の事業の実施方法については改めて検討する必要があると思います。

②水田における新規就農者も富里市独自の支援で育成していただきたい。

③未利用地が目につくので、新規施策を検討するべきではないか。

③情報の発信を検討してもらいたい。

③令和2年度の実施状況を見る限り、各事業への数値が昨年対比で大幅に増加していることから、非常に有効な事業であったと推測します。

③耕作放棄地の集約化と利用の集積化。

③耕作できない畑等を維持するのは費用がかかります。その支援が少しでもあれば耕作放棄地は増加しないのでは。

①経営の安定化支援

②担い手の育成・支援

③農地の有効活用

基本戦略１　農業の振興
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基本戦略2　商工業の振興 2 1
推進委員

平均値
5 4 3

3.18

4 03.00 1 2 4

3.55

2 03.45 1 5 3

①支援連携による情報発信

②円滑な事業承継の促進

1 2 6 2 0

⑤商工業の活性化

⑥雇用機会の確保 2 1 5

④企業誘致の推進

2 4 3 2 0③経営の安定化の促進

3.45 1 5 3 2 0

3.18 3 0

基本戦略2　商工業の振興への意見や改善策
①昨年度に引き続きコロナウイルス感染症に伴う施策について、事業者に向けて迅速な情報提供が必要だと思います。

①現在のコロナ状況では、給付金や融資を円滑におこなう活動が優先されると思うので、コロナ後の支援連携に期待したい。

①新型コロナウイルス感染症に関する給付金や融資等については、一部事業者からは情報が届かないという意見も散見されているが、市の取り組みで救われた事業者が多数を占めており、様々な悪条件の中ではあ

りますが素晴らしい取り組みをしていただいていると評価します。また、事業者は自ら情報を取りに行く努力が必要であると思われます。

①情報発信の方法や件数について具体的な記載があった方がよいと思います。

①新型コロナウイルス感染症に関する給付金や融資等の周知は大変重要であり、今後も情報収集に努めていただきたい。

②商工会では、セミナーだけではなく各種専門家派遣制度を活用し、個別対応で課題解決にあたっています。

②コロナ禍での事業承継のサポートはなかなか難しいと考える。

②事業承継は基本的に事業者の責任において行うべき業務でありますが、市と商工会がより連携し情報発信ならびに事業者と承継者のマッチングができれば、より効果の高い事業になると考えます。

②コロナの影響もあると思いますが、昨年度同様、具体的な記載がなく、事業の実施の是非も含め、検討が必要だと思います。

②いろいろな承継の形があると思いますので情報収集をさらに強化してください。

③融資制度は順調であると思う。コロナの状況を鑑み、利子補給の総額を増額していただければ幸いに思う。

③安定して事業者に周知かつ利用されている事業であり、今後の継続は必須であると思われます。

③貸付限度額拡大の検討。富里市独自の新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けた企業に対する支援・借換制度の検討。金融機関、商工会等との連携強化。

③コロナの影響を受けた事業者に対する市独自の支援事業は大変だったと思います。改めて敬意を表します。

③さらなる融資制度の周知を進めていただきたい。

④土地利用の規制緩和を推進し、民間の中小企業までを対象とした誘致推進活動を行っていただきたい。

④調整区域の解除願います。

④制度の詳細は理解しておりませんが、市として費用対効果がプラスならば良い制度であると思われます。

④酒々井インター付近の土地の有効活用、企業誘致に期待したい。

④旧洗心小学校については地域の市民の方にていねいな説明と理解を求めます。

⑤商工会では、小規模事施策の周知、セミナー開催の他、金融、労務、記帳、税務相談等、事業者の一助となるべく個別対応で経営相談に対応しており、コロナウイルス感染拡大の影響により個別相談の件数は従

前よりはるかに増加しています。今後も、税制改正に向けての事業者への対応や、コロナウイルス対策も含めた様々な小規模事業施策が出てきているため、その必要性は今にも増して重要であり、認定経営革新等

支援機関として長期的視点に立ったきめ細やかな対応が喫緊に求められています。

⑤既存の商工業団体との連携は必要であると思うが、具体的な施策について議論する場も必要だと考える。既存団体との事務レベルのミーティングも必要ではないか。

⑤調整区域の解除願います。

⑤商工会、商店会とは、より相互理解を深めることで更に高い事業効果を生み出すことができると思われます。

⑤新型コロナウイルス感染症の影響がどこまでいつまで続くのか、それによって連携の形も変わっていく事を考える必要があるのではないでしょうか。

⑥成田空港の機能強化が進行した場合、7万人規模の雇用が新たに必要となるとの試算もあり、”雇用機会の確保”ではなく、”雇用の安定”を討議していくべきではないか。

⑥コロナウイルス感染症により、今後の雇用・勤労スタイルは確実に大きく変化すると思います。失業者・求職者の増加の可能性も加味して、その方々の所得が増えるような市内の就労支援・雇用確保の方策が必

要だと考えます。また、将来の富里を担う若年層の方を、確実に安定した就労に導くことも重要だと思います。

⑥特に求人情報の提供について、一般市民への情報発信方法を検討する必要があると思われます。

⑥ジョブカフェちばが中止となり残念です。ひきこもりの方が増えないように見守っていただきたい。
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基本戦略2　商工業の振興への意見や改善策
①昨年度に引き続きコロナウイルス感染症に伴う施策について、事業者に向けて迅速な情報提供が必要だと思います。

①現在のコロナ状況では、給付金や融資を円滑におこなう活動が優先されると思うので、コロナ後の支援連携に期待したい。

①新型コロナウイルス感染症に関する給付金や融資等については、一部事業者からは情報が届かないという意見も散見されているが、市の取り組みで救われた事業者が多数を占めており、様々な悪条件の中ではあ

りますが素晴らしい取り組みをしていただいていると評価します。また、事業者は自ら情報を取りに行く努力が必要であると思われます。

①情報発信の方法や件数について具体的な記載があった方がよいと思います。

①新型コロナウイルス感染症に関する給付金や融資等の周知は大変重要であり、今後も情報収集に努めていただきたい。

②商工会では、セミナーだけではなく各種専門家派遣制度を活用し、個別対応で課題解決にあたっています。

②コロナ禍での事業承継のサポートはなかなか難しいと考える。

②事業承継は基本的に事業者の責任において行うべき業務でありますが、市と商工会がより連携し情報発信ならびに事業者と承継者のマッチングができれば、より効果の高い事業になると考えます。

②コロナの影響もあると思いますが、昨年度同様、具体的な記載がなく、事業の実施の是非も含め、検討が必要だと思います。

②いろいろな承継の形があると思いますので情報収集をさらに強化してください。

③融資制度は順調であると思う。コロナの状況を鑑み、利子補給の総額を増額していただければ幸いに思う。

③安定して事業者に周知かつ利用されている事業であり、今後の継続は必須であると思われます。

③貸付限度額拡大の検討。富里市独自の新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受けた企業に対する支援・借換制度の検討。金融機関、商工会等との連携強化。

③コロナの影響を受けた事業者に対する市独自の支援事業は大変だったと思います。改めて敬意を表します。

③さらなる融資制度の周知を進めていただきたい。

④土地利用の規制緩和を推進し、民間の中小企業までを対象とした誘致推進活動を行っていただきたい。

④調整区域の解除願います。

④制度の詳細は理解しておりませんが、市として費用対効果がプラスならば良い制度であると思われます。

④酒々井インター付近の土地の有効活用、企業誘致に期待したい。

④旧洗心小学校については地域の市民の方にていねいな説明と理解を求めます。

⑤商工会では、小規模事施策の周知、セミナー開催の他、金融、労務、記帳、税務相談等、事業者の一助となるべく個別対応で経営相談に対応しており、コロナウイルス感染拡大の影響により個別相談の件数は従

前よりはるかに増加しています。今後も、税制改正に向けての事業者への対応や、コロナウイルス対策も含めた様々な小規模事業施策が出てきているため、その必要性は今にも増して重要であり、認定経営革新等

支援機関として長期的視点に立ったきめ細やかな対応が喫緊に求められています。

⑤既存の商工業団体との連携は必要であると思うが、具体的な施策について議論する場も必要だと考える。既存団体との事務レベルのミーティングも必要ではないか。

⑤調整区域の解除願います。

⑤商工会、商店会とは、より相互理解を深めることで更に高い事業効果を生み出すことができると思われます。

⑤新型コロナウイルス感染症の影響がどこまでいつまで続くのか、それによって連携の形も変わっていく事を考える必要があるのではないでしょうか。

⑥成田空港の機能強化が進行した場合、7万人規模の雇用が新たに必要となるとの試算もあり、”雇用機会の確保”ではなく、”雇用の安定”を討議していくべきではないか。

⑥コロナウイルス感染症により、今後の雇用・勤労スタイルは確実に大きく変化すると思います。失業者・求職者の増加の可能性も加味して、その方々の所得が増えるような市内の就労支援・雇用確保の方策が必

要だと考えます。また、将来の富里を担う若年層の方を、確実に安定した就労に導くことも重要だと思います。

⑥特に求人情報の提供について、一般市民への情報発信方法を検討する必要があると思われます。

⑥ジョブカフェちばが中止となり残念です。ひきこもりの方が増えないように見守っていただきたい。
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5 4 3 2 1

2.91 1 0 7 3 0

推進委員

平均値

3.18 2

02.91 1 1 5 4

1 5 3 0

2 5 4 02.82 0

基本戦略3　人材の確保と育成への意見や改善策
①別の表題で書かせていただいたが、有楽町に就農に興味のある人々をサポートする組織がある様なので、コンタクトを取ってみてはどうですか。

①担い手、特に後継者についての問題は農業も中小企業も共通の問題だと認識している。共通点として、これまで以上かつ新たな手段を検討し、小規模な事業の魅力を創造し発信する必要があると思われます。

①JR、京成線最寄駅からの交通アクセスの改善が必要だと思います。

①ちば北総地域若者サポートステーションの周知を強化していただきたい。

②教育の分野や、観光をテーマにした、農業体験を検討すべきではないか。馬の生産などの、特異な分野についても考えるべきだと思う。

②富里市の特色を生かした良い事業であると思われます。

②アドバイザースタッフのサポート付きで手ぶらで来園できる体験農園等は考えられませんか。

③コロナの状況で難しいが、キャリア教育は継続して欲しい。

③希望の職場以外の体験になってしまった子(病院)。現代の子は、繊細な子が多いので、学校側の子供達への配慮もすごく大切で、未来へつながる体験を是非宜しくお願いします。

③このような事業は、コロナの影響下での実施は難しく、やむを得ないと思います。

③職場体験の代替事活動を工夫されて取り組まれていたようで、良いと思いました。

④シルバー人材センターについて、市民からの依頼需要は多数あるのではと推察します。需要に対して応えるために幅広い人材の募集は継続的に必要であると考えますが、民間業者とのバランスも併せて必要だと

思います。

④千葉県の雇用状況の中で、最も優れた地域の一つである成田周辺地域の富里市では、雇用の促進というキーワードでは、矛盾すると思う。高齢者の雇用を考えるのなら、社会福祉政策として取り組むべきではな

いか。

④会員募集、広報誌に掲載とありますが、新聞を取っていないお宅が増えているので、回覧板にも入れて欲しいと思いました。

④担い手、特に後継者についての問題は農業も中小企業も共通の問題だと認識している。共通点として、これまで以上かつ新たな手段を検討し、小規模な事業の魅力を創造し発信する必要があると思われます。

④高齢者の雇用は少人数でも継続してください。

基本戦略3　人材の確保と育成

①新規就農者の確保、人材育成

②農業体験の促進

③職場体験学習の促進

④民間との連携による雇用促進
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2 1
推進委員

平均値
5 4 3

2.91 0 3 4 4 0

基本戦略4　推進体制の構築への意見や改善策
①推進体制は形式的にはあると思うが、実際に機能しているとは思えない。さらなる議論の場が必要だと思う。

①今後も商工会と連携を行うことを期待します。

①コロナの影響下での事業実施は難しかったと思いますが、今後の実施について、検討が必要だと思います。

①他の市町の状況も収取し発信していただきたい。

基本戦略4　推進体制の構築

①連携による推進体制の構築
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1
推進委員

平均値
5 4 3 2

2 7 2 03.00 0

02.91 0 2 6 3②空港周辺地域との広域的連携

基本戦略5　成田国際空港との共生・共栄への意見や改善策
①成田空港圏の産業振興をはかる上で、千葉県が申請した「特区」による規制緩和は大変大きな影響があると思われる。担当課である企画課とも、よく連携して、施策を検討、推進していっていただきたい。

①成田空港の東側に位置する富里市の地の利を生かし、各種会議やイベントに参加するに留まらず、検討結果を主体的に発信しても良いのではないかと考えます。

①事業を実施できない今こそ検討できる時期だと思います。会議に内容を具体的に記載してあれば、評価も上げられたと思います。

①駅のない市としては連携することは重要な時機がくるかもしれないと考えます。共生・共栄とともに共創の言葉を入れていただきたい。

②地域振興連絡協議会等との連携は、公共的連携の色が強いが、民間でも多くの団体が連携している。成田や芝山などは、民間団体との広域連携をうまくサポートしている状況もあり、その点を考えると、富里市

はオール富里としての連携がスムーズでないと感じている。

②成田空港の東側に位置する富里市の地の利を生かし、各種会議やイベントに参加するに留まらず、検討結果を主体的に発信しても良いのではないかと考えます。

②空港手帳はすばらしいアイデアだと思います。さらにアイデアを出し合ってください。

基本戦略5　成田国際空港との共生・共栄

①成田空港周辺自治体との連携による地域活性化策の検討
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推進委員

平均値

3.09

1 03.45 2 2 6

基本戦略6　地域資源の活用への意見や改善策
①観光振興策の要素が強い様に思うが。

①観光協会の活躍に期待します。

①すいかやにんじんをはじめとした農作物のブランド化、岩崎邸を活用した観光資源の創出、観光プロモーション活動の充実について大きな期待をしています。

①各関係部署の方々に新たな産業の創出を期待します。

②私ごとで恐縮ですが、農林省のファンドから出資を受け、農林省からの6次産業化の認定を受けた事業体を経営していますが、富里市からのサポートは皆無であると思う。全国に約300社が出資を受けているが、

富里市には2社あります。ご存じですか。

②昨年も書きましたが、新たな取り組みが必要だと思います。

②どのような取組みをすれば6次産業化に到達するかを生産者以外の人、また地域の人以外の人に考えていただくことも必要ではないでしょうか。

③千葉県が申請した「特区」については、農業の振興も根幹の施策となっている。成田市場の開設が秒読みの段階になっている以上、農商工連携による、農業の国際化も大いに検討していただきたい。

③昨年も書きましたが、新たな取り組みが必要だと思います。

③新たな連携事業の創出を期待します。

④商工会では、セミナーだけではなく各種専門家派遣制度を活用し、個別対応で課題解決にあたっています。

④創業支援セミナーも開催され、地道な活動をお願いしていきたい。

④創業支援セミナーは一定のニーズがあると推察されるが、操業を計画するタイミングはそれぞれであります。通年でセミナーが開催されればより効果的であると思われます。

④これからもセミナーの継続をお願いします。

3.64

4 03.00 1 2 4

1 2 5 3 0

2 4 4 1 0

基本戦略6　地域資源の活用

①富里の歴史と地場産業の活用

5 4 3 2 1

②6次産業化の支援

③農商工連携による支援

④創業支援


